
大 豆 プ ロ ジ ェ ク ト
取 り 組 み の き っ か け
静岡県では耕作放棄地が増え、里山の荒廃が問題になっている。私たちはこの土地を

再活用するため、栄養の少ない土でも育つ大豆の有機栽培を始めた。一方、大豆製品

では豆腐の製造過程で“おから”が年間約70万トンも発生し、その多くが食品ロスとな

っている。そこで収穫した大豆を加工・販売することで4.「環境にやさしい持続可能 

な消費の拡大や食育の推進」に貢献できると考えた。

活 動 内 容

1.  耕 作 放 棄 地 を 活 用 し た 大 豆 の 有 機 栽 培

富 士 宮 市 の 耕 作 放 棄 地 を 活 用 し 、 「 南 条 の 里 農 地

保 全 会 」 の 方 々 と 協 力 し て 無 農 薬 で 大 豆 を 栽 培 。

年 間 ス ケ ジ ュ ー ル

7 月

11 月

種 ま き

除 草

収 穫

学 生 が す べ て の 工 程 に 参 加 し 、 農 業 の 知 識 と と も に 地 域 の 方 と の 交 流 も 深 ま っ て い る 。

2.  収 穫 し た 大 豆 を 使 っ た 商 品 開 発

「 お か ら の 出 な い 豆 腐 」 「 豆 乳 ス イ ー ツ 」

3. イ ベ ン ト 出 店 ・ 食 育 講 座

• 静 岡 ガ ス ・ 静 岡 鉄 道 と い っ た 地 元 企 業 が 開 催

す る イ ベ ン ト な ど で の 商 品 販 売 。

• 販 売 時 に 耕 作 放 棄 地 で の 取 り 組 み や 「 環 境 に

や さ し い 豆 腐 」 の 説 明 を し 、 自 分 た ち の 取 り

組 み を 知 っ て も ら う 場 を つ く る 。

• 富 士 市 の 小 学 校 で 食 育 講 座 を 開 催 。

活 動 の 成 果

農業

販 売

加

工

• 食 品 ロ ス 削 減 に つ な が る 商 品 開 発 。 若 年 層 に “  地 元 の 大 豆 ”  を 食 べ て も ら え る 仕 組 み づ く り を 実 現 。

→ 豆 乳 ク レ ー プ は 学 園 祭 で ５ ０ ０ 個 完 売 。

→ パ ウ ン ド ケ ー キ は 出 店 す る 度 完 売 の 人 気 商 品 。

• 耕 作 放 棄 地 を 再 活 用 し た 農 業 の 実 現 。

• 自 分 た ち で 栽 培 ・ 加 工 し た 大 豆 商 品 を 販 売 し 、 そ の 収 益 を 次 年 度 の 活 動 利

費 に 回 す こ と で 、 学 生 主 体 で 持 続 可 能 な 活 動 サ イ ク ル を 実 現 。 益

今 後 の 展 望
• 新 た な 豆 乳 ス イ ー ツ の 開 発 。

• 若 年 層 向 け の 発 信 を 広 げ 、 大 豆 の 新 し い 魅 力 を 伝 え る 。

• 収 益 を 次 の 活 動 に 還 元 す る サ イ ク ル を さ ら に 強 化 し 、  学 生 主 体 で 持 続 可 能 な 農 業 プ ロ

ジ ェ ク ト と し て 発 展 さ せ る 。
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